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若手会員の会　活動報告

http://jweld.jp/welnet/index.html
（若手会員の会からのお知らせはホームページにも掲載しています）

第 59 回溶接学会若手会員の会運営委員会開催報告

若手会員の会運営委員会　副委員長　庄司　博人 （大阪大学）

Minutes of the 59th meeting of the WELNET steering committee

溶 接 学 会   若 手 会 員 の 会

日　時：平成 30 年 9 月 13 日（木）11:30 ～ 12:30

場　所：愛媛大学　城北キャンパス　大学会館 3 階　

中集会室（304 室）

資　料：welnet59-0　議案

 welnet59-1　第 58 回運営委員会議事録（案）

 welnet59-2　平成 30 年度上期活動報告・下期

活動計画

 welnet59-3　会計報告資料

 welnet59-4　全国大会イベント報告

 welnet59-5　編集委員会関係

 welnet59-6　広報・ML 関係

 welnet59-7　研究会・施設見学会関係

 welnet59-8　勉強会関係

 welnet59-9　出前講義関係

 welnet59-10 GN 活動関係

出席者：荻野（大阪大学），庄司（大阪大学），上月（JFE

スチール），三浦（福井大学），劉（大阪大学），正箱（香

川高専），猿渡（新日鐵住金），仁木（東芝），尾崎（三

重大学），廣畑（大阪大学），山下（大阪大学），鴇田（大

阪大学），松田（大阪大学），古川（神戸製鋼所），鳥形

（IHI），北野（NIMS），伊與田（大阪工業大学），笠野（住

友重機械工業），瀧田（秋田県産業技術センター），近

藤（ダイヘン），久保（岩手県工業技術センター），本

間（日本製鋼所），吉川（川崎重工業）

出席 23 名，委任 10 名（運営委員会総数 39 名）

書　記：上月，庄司

【審議・報告事項】

1.　新任委員の紹介

　荻野委員長より以下 3 名の新運営委員が紹介された．

■新任：鳥形啓輔氏（IHI），近藤わかな氏（ダイヘン），

田辺祥大氏（IHI・ご欠席）

2.　第 58 回運営委員会　議事録の確認・承認

上月副委員長より，welnet-59-1 に基づき第 58 回運営委

員会議事録の確認があった．内容について特に問題な

く承認された．

3.　平成 30 年度上期活動報告・下期活動計画

・荻野委員長より welnet59-2 に基づき，平成 30 年度

上期に実施された春季全国大会におけるイブニング

フォーラム，第 1 回研究会・施設見学会について活動
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報告がなされた．

・荻野委員長より，グローバルネットワーク活動に

ついて活動報告がなされた．具体的には IIW2018 内

で開催された Young Professional Ice breaking，Young 

Professional Cool Night への参加，ならびにフランス

の Yutz で 開 催 さ れ た Young Professional International 

Conference（YPIC）への参加について活動内容が説明

された．来年の YPIC はハンガリーで開催予定である．

4.　会計報告

　山下委員より welnet59-3 に基づき，平成 30 年度上

期の収支について報告がなされた．

・平成 30 年度上期の一般収支，は前年度繰越金を除く

収入が約 40 万円であり，支出が約 37 万円でほぼバラ

ンスしていることが説明された．

・GN 収支は前年度の繰越金と今年度の活動費合わせて

約 65 万円である．YPIC 参加に伴う 2 名分の旅費につ

いては未計上だが，予定通りとなる見込みとの報告が

なされた．

・荻野委員長より，出前講義に関する予算は当初計画

額を下回る可能性があるとの説明がなされた．

5.　全国大会関係

　松田委員より welnet59-4 に基づいて全国大会イベン

ト報告がなされた．

・平成 30 年度春季全国大会イブニングフォーラムの開

催報告ならびにフォーラム後の参加者アンケート結果

について紹介された．

・次回開催予定の平成 31 年度春季全国大会のイブニン

グフォーラムでは「若手研究者による「次世代を担う

研究者助成事業」成果報告ならびに目指す将来展望」

というテーマで，溶接協会が助成・支援する 30 歳前

後の若手研究者を対象として，課題内容の成果紹介・

将来像についてご講演をお願いする予定．

・複数の委員から開催方法やテーマの狙いに関して質

問があり，議論は継続して実施すること，審議事項は

メールで回覧する（荻野委員長）．

6.　編集委員会関係

　伊與田委員より welnet59-5 に基づいて溶接学会誌若

手ページの内容とスケジュールに関する報告がなされ

た．

・平成 30 年度（後期）及び平成 31 年度（前期，後期）

の若手編集スケジュールについて説明がなされ，第 88

巻 3 号までの内容が示された．

・第 88 巻 2 号に掲載される学会誌特集記事「若手強度

研究最前線」の内容と執筆者について説明がなされ，

現在も企業人を中心に執筆者を募集している旨説明が

なされた．（原稿の締め切りは 12 月 5 日）

・「溶接タマゴ」，「私の溶接履歴」の掲載予定について

報告がなされた．第 88 巻 4 号に掲載される予定の「じょ

うほう通」については YPIC2018 への出張報告記事を

掲載する予定であること，鴇田委員に執筆頂くことの

説明がなされた．

7.　広報・ML 関係

　劉委員より welnet59-6 に基づいて報告がなされた．

メーリングリストの現状，および溶接学会情報化委員

会は前回報告以降開催されていない旨が報告された．

8.　研究会・施設見学会関係

　三浦委員より welnet59-7 に基づいて研究会・施設見

学会に関する活動報告ならびに活動計画が説明された．

・平成 30 年度第 1 回研究会・見学会を去る 7 月 25 日

に株式会社山本金属工業様で開催し，盛況のうちに終

了した旨の報告がなされた．

・平成 30 年度第 2 回の研究会・見学会について計画が

示され，講演者を募集している旨の要望がなされた．

第 2 回は ( 株 ) ナックイメージテクノロジー様にて，10

月下旬～ 11 月頃開催される予定．

・平成 30 年度第 3 回の研究会・見学会について開催案

内がなされた．第 3 回は 12 月中旬ごろ（候補日 12/21

または 12/11 or 18），日之出水道機器 ( 株 ) 様にて開催

予定である．

・荻野委員長より，第 3 回は九州支部の若手グループ

と共催を予定しているが，九州支部の若手グループの

活動が今年度で終了するため，来年度以降は九州支部

と共催する形となる．

9.　勉強会関係

　鴇田委員より welnet59-8 に基づいて勉強会に関する

報告がなされた．

・平成 30 年度第 1 回勉強会を去る 7 月 25 日に株式会

社山本金属工業様で開催し，盛況のうちに終了した旨

報告がなされた．

・次回第 2 回，第 3 回は研究会・見学会の日程に合わ
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提案はメール等で随時募集中である．

11.　GN（グローバルネットワーク）関係

　北野委員より welnet59-10 に基づいて，平成 30 年度

の GN 活動ならびに平成 31 年度の GN 活動計画に関す

る報告があった．

・平成 30 年度は大阪大学荻野先生，鴇田先生を IIW 共

催の YPIC へ派遣した旨の報告がなされた．

・ 平 成 31 年 度 以 降 の GN 活 動 計 画 と し て，

YPIC2019 や Welding and related technologies of young 

scientists(WRTYS) への派遣を考えている旨説明がなさ

れた．

・また，海外研究者を招聘し日本国内でセミナーやワー

クショップを開催することや，若手研究者・技術者の

国際情報交換に役立つネットワークを見込める活動等，

GN 活動としての開催可能性について議論がなされた．

以上

せて開催予定との旨説明があったが，第 3 回はスケ

ジュールによっては開催しない可能性がある旨説明が

なされた．

10.　出前講義関係

　鴇田委員より welnet59-9 に基づいて出前講義に関す

る内容について説明がなされた．

・平成 30 年度より開始する高校生，高専生を対象とし

た出前講義の目的，実施概要，講義資料の使用ルール

についての紹介がなされた．

・また，第 1 回出前講義開催予定として平成 30 年 11

月または平成 31 年 1 月に明石工業高等専門学校を候

補としている旨の説明がなされた．

・高校生がわかりやすいような内容にするのが良い等

の議論があったが，内容に関して要望等があれば鴇田

委員へ連絡頂くよう報告があった．

・鴇田委員より出前講義に使用するスライド（案）の

紹介がなされた．委員から出前講義の意義を説明する

スライドがあってもよいのでは，との提案がなされ，

　「自由編集ページ」として若手会員の会から毎号メッセージをお送りさせていただいております．さらに内容の充実

を図るために読者の皆様の御意見・御感想をお聞かせください．若手会員だけでなく幅広く御意見をいただければ幸

いです．皆様からの御意見は「若手会員の会 運営委員会」で参考にさせていただきます．下記の項目について御回答

の上，郵送またはFAXでお送りください．お送りいただいた方の中から抽選で毎号１名様にQuoカードを差し上げます．

　◆送付先：　溶接学会　若手会員の会「Goiken-bako」係  FAX: 03-5825-4331

　　　　　　　〒 101-0025 東京都千代田区神田佐久間町 4-20  （Subject に ”Goiken-bako” と御記入ください）

　　　　　　　　　　　　 溶接会館 6F    

-------------------------------------------------------------- 「Goiken-bako」記入項目 --------------------------------------------------------------
(1)　氏名， フリガナ，年齢， 溶接学会入会年，所属，住所（Quo カード送付先）

(2)　何月号についてお答えいただけますか．（　　　　　　　　　　　　　　）

(3)　「自由編集ページ」についてのご意見・ご感想．

(4-1) 今月の溶接学会誌の全ての記事の中で，興味のある記事（ページ番号でお答えください）．

(4-2) 今月の溶接学会誌についてのご意見・ご感想．

(5)　今後「自由編集ページ」や溶接学会誌で取り上げて欲しい記事．

(6)　その他，若手会員の会，溶接学会の各種活動についてのご意見・ご感想．

読者の　　　　　　　　　　（御意見箱）受付中！　　皆様の御意見をお聞かせください．Goiken-bako


